














漁協 魚種 増殖指針量
漁協増殖計画
（令和６年度）

　　　　令和５年度増殖実績 　　　令和５年度増殖目標量 備考

あゆ
38万尾～391万尾
（増殖量の一部を産卵場造成「156
尾／㎡」に換える事が出来る。）

放流：74万8千尾
産卵場造成：5,400㎡
（参考：5,400×156尾=84万2,400尾
　合計：159万400尾）

放流：74万8千尾
産卵場造成：5,400㎡

放流：74万8千尾
産卵床造成：3,900㎡

渓流魚

7万３千～41万3千尾
（増殖量の一部を産卵場造成「45
尾／㎡」、親魚放流「28尾／メス1
尾」に換える事が出来る。）

放流：9万3,086尾
（うち親魚1,625尾）
産卵場造成：36.1㎡
（参考：36.1×45尾=1,624.5尾
　合計：9万4710尾）

放流：9万3,086尾
産卵場造成：36.1㎡

放流：9万3,086尾
令和５年９月１日免許にあたって更新された増殖指針（以下
「新増殖指針」という。）に基づき、令和５年度より産卵場造
成の整備を開始

こい － － － － KHV病まん延防止対策として、増殖目標量の設定を控える。

あゆ
８万尾～６０万尾
（増殖量の一部を産卵場造成「156
尾／㎡」に換える事が出来る。）

放流：19万尾 放流：18万尾
放流：18万尾
卵：50万粒

令和4年度より新たに発眼卵の放流を開始。
（天神川河口部1箇所で2回放流）
令和5年度は、アユの遡上状況が良かったため、発眼卵の放流
は実施せず。
卵放流によりふ化して稚魚となる数は、放流数の0.1%

渓流魚

３万１千尾～１７万７千尾
（増殖量の一部を産卵場造成「45
尾／㎡」、親魚放流「28尾／メス1
尾」に換える事が出来る。）

放流：5万350尾
産卵場造成：10㎡
（参考：10×45尾=450尾
　合計：5万800尾）

放流：5万500尾
産卵場造成：9.15㎡

放流：5万2,300尾
産卵床造成：10㎡

こい － － － － KHV病まん延防止対策として、増殖目標量の設定を控える。

あゆ
１９万尾～３２２万尾
（増殖量の一部を産卵場造成「156
尾／㎡」に換える事が出来る。）

放流：100万尾
産卵場造成：13,000㎡
（参考：13,000×156尾=202万8千尾
　合計：302万8千尾）

放流：212万6千尾
産卵場造成：13,000㎡

放流：200万尾
産卵床造成：13,000㎡

R5年度遡上状況が良かったため、R6年度は放流数を削減。
（遡上状況が悪ければ、指針量の範囲内で放流量を追加する可
能性あり）

渓流魚

７万６千尾～４３万尾
（増殖量の一部を産卵場造成「４５
尾／㎡」、親魚放流「28尾／メス1
尾」に換える事が出来る。）

放流：4万8千尾
産卵場造成：1,200㎡
（参考：1,200×45尾=5万4千尾
　合計：10万2千尾）

放流：4万8千尾
産卵場造成：1,200㎡
　（参考：1,200×45尾=5万4千尾
合計：10万2千尾）

放流：4万8千尾
産卵床造成：1,200㎡

産卵場造成を加え、増殖指針量の範囲内

こい － － － － KHV病まん延防止対策として、増殖目標量の設定を控える。

うなぎ 放流：40kg 放流：40kg 放流：40kg 放流：40kg 平成24年度の実績を維持　平成24年度：40㎏

こい － － － － KHV病まん延防止対策として、増殖目標量の設定を控える。

うなぎ 放流：30kg 放流：30kg 放流：30kg 放流：30kg 平成24年度の実績を維持　平成24年度：30㎏

ふな 産卵床造成：4か所
放流：5万尾
産卵床造成：キンラン設置3か所

放流：5万尾
産卵床造成：キンラン設置３か所

放流：5万尾
産卵床造成：キンラン設置3か所

キンラン設置が可能な流入河川が現状３河川のみであるため、
放流と組み合わせて行う。
平成24年度：産卵用網設置４か所（効果（見込み）8万尾）

わかさぎ 産卵床造成 産卵床造成：1か所 なし（卵を購入できなかったため） 卵：200万粒
新増殖指針に基づき産卵床造成を行うが、場所及び方法につい
ては検討中。
平成24年度：卵放流１千万粒

しらうお 産卵床造成：600㎡ 産卵床造成：600㎡ 産卵床造成：600㎡ 産卵床造成：600㎡
鳥取市良田の産卵場を産卵期前に杭で囲い、砂地が柔らかくな
るよう整備する。
平成24年度の実績を維持　平成24年度：600㎡

えび 産卵床造成：2,000㎡ 産卵床造成：2,000㎡ 産卵床造成：2,000㎡ 産卵床造成：2,000㎡
木の枝を所定の位置に入れる
平成24年度の実績を維持　平成24年度：2,000㎡

こい － － － － KHV病まん延防止対策として、増殖目標量の設定を控える。

うなぎ 放流：50kg 放流：６0kg 放流：６0kg 放流：６0kg 平成24年度の実績を維持　平成24年度：50㎏

ふな
3万尾以上
（増殖量の一部を産卵床造成「382
尾／㎡」に換える事が出来る。）

放流：３万尾 放流：３万尾 放流：３万尾

わかさぎ 産卵床造成：150㎡以上 産卵床造成：150㎡ 産卵床造成：5,000㎡ 産卵床造成：5,000㎡
新増殖指針に基づき、効果が期待される流入河川を中心に集中
的な産卵床造成を行う。

しらうお 産卵床造成：400㎡以上 産卵床造成：2,000㎡ 産卵床造成：2,000㎡ 産卵床造成：2,000㎡ 産卵期前に、湖底の砂地をならし整備する。

えび 産卵床造成：１,000㎡以上 産卵床造成：2,000㎡ 産卵床造成：2,000㎡ 産卵床造成：2,000㎡ 湖内に柴木を沈め産卵場を作る

ぼら
すずき

天然遡上を支援（障害物除去)：1回
以上

遡上支援のための
障害物の除去　１回（3月）

遡上支援のための
障害物の除去　１回（3月）

遡上支援のための
障害物の除去　１回（3月）

ぼらの遡上時期…１１月～４月
すずきの遡上時期…３月～４月

※あゆは、増殖指針量の下限に届かない場合のみ、汲み上げ放流量を含む。
※渓流魚は、いわな、やまめ、あまご、にじますを合算。
※こいは、KHV病まん延防止対策として、増殖目標から除外する。
※うなぎは、稚魚の調達が年々困難になってきており、稚魚の価格の高騰などによる漁協の経営の圧迫なども懸念されることから、平成２４年度の実績を維持。
※わかさぎは、資源の低迷が近年の夏の高水温が影響している可能性が高く、放流しても夏場に水温が異常に上昇すれば効果がない可能性が高いため、当面の間、放流は見合わせ、産卵床造成により増殖を行う。
※湖山池は、塩分導入により池内の環境が変化しつつあることから、指針量は積算せず、効果を検証
しつつ、平成２４年度の実績を維持する。


令和６年度増殖目標量算定に係る基礎資料
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